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的欠湾及び鳥羽近海の莫珠養嫡i易は三重県下における珠の化粧巻漁場 (9)と

して、この県における真珠養嫡上限めて重要な漁場であり、従来笑虞湾其の他

の大手業者はいずれもこの地区で珠の化粧巻念行って来たものであったが、最

近 4、行年来産出珠の品質低下を米しこれら大手業者の大部分は瀬戸内海を始

め其の他に進出し、この漁場においてはほ民或は施術貝の一時的養殖に切り替

えた業者も見られるに至った。しかし尚この地区合化粧巻漁場として依存する

業者も少くなく、英虞湾其の他が宿泊による珠の品質低下著るしい今日これ等

i賞、場は中規模業者の仕上漁場として、進出甚しく、施令官民の収容数は筏数に比

し非常に多く依然として本県下の仕上漁場としては重要な位置を占める海域で

あります。

しかしながら昭和35年チリ地震による津波米襲後夏期養鎖中の作業貝に大量:

奨死が起り、統いて36年もまた夏から秋にかけて未曽有の賂死が現われこの区

域の業者を驚嘆失望させたもので‘ある。この様な大量軽死は従来見られなかっ

た現象で、もしこの奨死現象が単に2ヶ年の特殊現象であれば今後回復の期待

も出来るが、これが永続的なものであれば、この区域の養嫡上の重j要性から見

て非常に重大な事であり、根本的対策合立てることが必斐である。幸いさ答者佐

藤は多年的タミ湾において海況研究を行い経年の資料もあるので、ここに異常艶

死原因が単に寄生虫の大発生によるものか、或は環境要因によるものか、両者

の総合結果によって起きたものか、原因の解明は複雑でありますが取放ず概略

を報告し皆さんの参考に資することが出米れば幸いとするものであります。

1 艶死 状態

アゴヤ貝養殖の場合作業を行った貝は挿核直後から沖出間の 1週間乃至10日

聞に死貝が現われ、続いて只掃除、避寒輸送、次年度貝掃除によって死貝が現
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われる。其の率は挿核技術の熟練程度にもよるが挿核時或は環境によっても大

いに異る。一般に業者は多年の経験により最適の時期に作業を行うことにより

作業による艶死率は大体一定しているものである。

繋死率は第 1 表の如く 2 年採取中サイズ珠のものは68%~73%とされたもの

である。しかし昭和35年36年施術貝は作業による緊死三容が高率を示し、また貝

掃除等においても異常高艶死を示した。筆者等は異常に増加した箆死状態を正

常の現象と切り離し異常奨死と呼び、こ Lに報告することにした。

的矢湾における異常持死は昭和29年以前は見られなく、 30年以後2回現われ

ている。第 1自は30生!三31年、第2回は35年初年で何れも母貝には全然被害な

く、大珠、中珠のJ施術貝にのみ現はれ、第 1回30年には 8月大珠施術貝に20%

程度、中珠は10%以下の艶死が突然出現した。翌31年には大珠施術貝には少く

8月貝掃時に10%程度の鰐死を見た。高山 (2)は、 30年14%31年18%艶死と報

告している35年36年は奨死三容が著るしく高く、大珠、中珠施術貝の何れも採取

迄に50%以との奨死率が現われた。

2 舞死時 期

搾死時期は夏より初秋の聞で平年では施術直後の死は第 1 表に示す如く 4~5

%程度であったが昭和35年には急増し1O~15%36年は15~20%年にも達してい

る。其の後秋に入り貝掃除J俸に10%以]二の死貝が認められ、またレシトグシ検

査の結果脱核も多く、避寒中の死、次年度の貝掃除時の死も共に高率を示めし
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た。即ち採取率35年は津波により明かでないが35年施術36年採取貝は施術貝数

の30%-65%の低率で甚しきは30%台に低下している。

昭和34年施術貝の成績は津波のため明かで、ない。昭和35年施術2年もの L採

取率分布を見ると第2表の如く43%-65%で平常年との差が非常に大きい。こ

れを挿核時別に見ると 6月が最高を示し、次に 7月、 8月、 9月と時期の経過

に従い採取E容が低下している。また当年採取のものについては早く採取するた

めに比較的高率を示し最低で60%の採取が得られている。比の採取率から見る

と、艶死による被害は挿核時期と大いに関連があると考えられるがこのことは

施術時の水温に大体左右されるが水温のみではない比重関係もある。従来的矢

湾の挿校時期の最良成績を現わしている時期は7月から 8月20日頃迄の間で 8

月下旬以降即ち 9月及び 6月は成結不良で‘あったことを考えると如何に35年36

年の両年は異常であったかを矢口らされる。

〔第 2表〕 昭和35年度挿核日の

相違による採取率

1 核日附 |核の大さ(附)蹴!施術貝数;採取数|歩留%1

1 6. 10-30 I 6. 0 ~6. 25 I 2 I 5，880い3，850I 65. 6%1 

I 7. 12~21 I 7.25 I 1 I 22， 267円以 118I 45.4 

7.12-21 I 7.25 I 1 I 20，015 I 9，068 I 44.5 

7. 18-29 I 6. 25-5.75 I 2 I 10， 038 I 3，996 I 39.8 

7.21~31 7.25 1 I 22，461 10，072 45. 1 

8.18-23 6.5 .....，6.25 2 4，373 1，738 39.7 

8.18-23 7.25 1 8，090 2，810 34. 7 

9. 3-n 6.75-6.25 2 7，561 2，464 32.5 

9. 3-19 7.75-7.5 1， 515 23.3 

9. 4-19 7.α。 1 I 25，408 8，485 33.3 

(1)水温

3 弊死原因

過去 2ヶ年の紫死

状況から見て此の 2

ヶ年は夏期異常な高

水温の出現があり、

また36年は呉常低比

重の現われた年であ

る。まずここの両年を

通じ多毛類の異常繁

殖の起った年で夏の

環境因子である水

温、比重及び多毛類

の繁殖によるアコヤ

貝寄生状態、について

述べることにした。

アコヤ貝養殖に於て夏期の高水温の影響は多数の研究者によって報告されて

いる。沢田は養成適温限界を 270Cとしているがこの示度は早くから業者間に

於て、施術限界と唱えられた温度で、あり、またカキ垂下養殖の場合にも注意、温度

とされ筆者佐藤は多年の研究結果最近に至り経年のかき鰐死率については垂下

層2m)替の270C以上の出現日数に全く一致し20日以上出現している年は70%以
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上の艶死が起ることが図 1で示されている。このことは、カキとしては産卵後

体質恢復期であるので産卵後の体質一変し消耗甚だしく回復に好条件を必要と

する時に其後の高水j誌により消耗が加ははりカキの代謝機能に異常を来たし回

復不可能に至った結果と考えられる。(図1)真珠貝の場合にもあてはめられる

が真珠貝はカキと異り短期間に産卵しないので消耗も少いこと Lなる。

'C 

" 

(図 1) 昭和22年-36年までの 2m層

垂下蜘揺の姥死串と27'C以上叫す霊との関係
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(図 2) 的矢湾に於ける昭和34年7・8・9月の水温変化
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昭和35~36年夏期水温は異常な高温を示した年であるが的矢湾の経年観測で

は高温の出現周期は5年-6年で戦後では昭和25年30年35年36年である。 35年36

年を通じ水温上昇の経過は平年と著しく異ることで、即ち平年に於ては 5m層

の水温のピークは 8月下期に現われ、しかも260C台である。 9月主期には水温

の下降が始まり秋型に転換するものであるが35年36i:j三のピークは 9月上期に現

われ高水温の期間は35i:j三には 7月末より9月9日まで、 36年には 9月下匂迄続い

? 
れ」。

(図 3) 的矢湾に於ける昭和35年7・8・9月の水温変化
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(図 4) 的矢湾に於ける昭和36年7・8・9月の水，{昆変化
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5m、9月上期平均示度は35i:j二には2TCに至らなかったが36年には27
0
Cに達

Liと年である。 36年は高水温の山が 7月15日から 9月15日に至る聞に 4回出現

し2回目の山は27
0
Cが12日間連続し 9月9日1日だけ秋型を見せたが再び夏型

に戻り 17日より秋型24日再び夏型へ転換を見せた異常現象の年で秋の異常高気

温による結果で珍らしい現象の年である。

35年け、 8月下旬より 9月5日にかけ27
0
Cの山が現われ 9月中句一度秋裂に

入ったが再び36年同様21';C以上の高水温が現われている。此の 2ヶ年の夏期

高水誌は珠貝に取っては直接姥死に至らしめなくとも貝にとっては施術後の

体力回復を要する時期なのにか様な高水温故に衰弱に至らしたことは考えられ

るつ此の場合最も影響を受ける貝は施術を行った貝、特に核の大きいもの程箆

死率は高い。同じ施術貝でも生活力旺盛なる若年貝を用いた小珠作業貝は賂死

が少いことは施術による傷遺障害の小なる結果と考へられる。

(2 )比重

的矢湾に於ける夏の比重は 6月より 7月上期にかけ長期にわたる降雨によ

り、比重は低下し、 7月中旬より雨期の経過と共に比重は恢復し、表清水は

1. 022以上となり、高比重が 8月末迄続き 9月に入り台風の発生と共に天候が

くずれ、接近するに及び集中豪雨が現われ、急激に低比重が現出する。t!IJち比

重の谷が夏の前後にあり中間の高いのが的矢湾の平常型である。

(図 5) 昭和34年 7・8月的矢湾に於ける比重変化
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しかしながら、昭和35年は初夏の谷は 6月に現はれたるも 51九、層には達せ

ず以后 8月上旬までは例年の如く、高比重が続きたるに、 8月10日突如とし

て、豪雨が現われ16日には伊勢湾よりの低比重水が的矢湾内に入り込み、比重

低下の連続が 9月中旬まで続き、其の聞は 5m層に於て 3日1.020以下に低下

し、 21九層の比重は 9月中旬迄低比重が続いた。即ち例年夏の後半ば高比重で

あるのに35ij三は長期間夏の後半に低比重が現出したことは稀有のことである。

この様な低比重の連続が下層低水温の上昇を助長ヒ高水温の連続となったもの

で、低比重高水温の長期出現となった。

昭和35年 7・8月的矢湾に於ける比重変化
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昭和36年夏期の比重変化は例年と著るしく異り、 6月26日の伊勢湾奥部の集

中豪雨によって、 7月に入ってから異常な低比重が的矢鳥羽湾に入り込み、以

後20日聞にわたり深層迄 (5m)低比重となり 7月1日-3日には1.020以下に

なり11臼-20日に再度低くなり正常に複したのは21日以後である。この様に深

層まで長期間低比重の出現したことは稀有のことである。これは豪雨により伊

勢湾水は一時淡水化しこれが次々淡水塊となり三重県側に沿い鳥羽水道を通じ

的矢~îg 口に流入しその先端が英虞湾口に至ったものでありこれが潮汐により湾
内に入り込んだ結果である。

円

i



的矢湾では幸い 5m層以深は比重1.018以上を保ち得たので、低比重による

アコヤ員の影響は少なかったと考へられる。しかし鳥羽近海は的欠湾観測から

見て、養殖層の示度は1.015以下になった事が推測される。

(凶 7) 昭和初年 7・8月的矢湾に於ける比重変化
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以上の知く 36年夏期異常低比重の出現は的矢湾に於てはアコヤ貝えの註接影

響は少くて終ったが、鳥羽近海の漁場では低比重により貝を衰弱させ、遂には

発死に至らしたものも少くない。此の点が坂手漁場以奥に於ては 7月10日以前

に移した貝が特に甚大なる被害を受けるに至ったものである。

4 多毛類の寄生

多毛類がアコヤ貝殻に寄生したことは、的矢湾に於て 7~8 年前東京家政大

学高橋敬三教授が (PolydraPacifica)調査され、当時貝の内面に現lまれたもの

-8-



は10%以下であったが当時は養殖民には何等被害を与えなかった。此度の様に

殻内面が著るしく侵され思変するに宝ったものは認められなかった。しかしな

がら1960年夏に主り移しい緊殖が起り寄生虫種類は木村報告の各種で高橋教授

談では Polydora Pacificaが主だとのこと、殆ど全部の貝が侵かされるに至

った。各地被害状況は三重水試国立哀問 (12 1)の研究により詳細報告されて

いる。 被害大なるものは貝の内部が思変している。大体この様:な状態の貝は著

るしく茨弱を米し、殻の成長も停止して、いわゆる均主貝と業者の称するもの

に多く見交けられる。 1961年は更に佳しい増:!JUちと見せている。

1961年8月下匂的矢湾に於てアコヤ只の施術只に異常緊死が認められた。貝

殻を観察した所、貝殻内部に孔道右造り、その中に棲息し、その結果貝殺内面

に侵されたるものは左右両殻とも散条の孔道によって侵され、殻外国から直接

内面部に達し著るしいものでは内抗部に達しているものが相当数認められた。

此様な貝の肉体部は透明試は溶解jえとなり、有iには内柱部がi凶器色に変化し、

瀕死状態、のものも見受けられた。

多毛頬の寄生が殻内出より、孔近の見られるものはi明らかであるが、然らさf

るものは殻外面、内出より認め叩:く"持者等は殺を屯灯光線の透視によって、孔

道数を確認することが出米た。

るに貝殻周縁の生長年llJ{山間際より侵入し、次第に内部に向い還

には、主主の内面まで到達し隆起状の孔道がU-lうぐる。而も殻Jsl絞の生長線の間隙

には:未だ孔道を造らないノj、形の多古類の寄生が多々認められる。

1961年10月多毛類寄生によるアコヤ貝の被害調査を行った。調査に)二Ijいた貝

は 3~7 年生の小珠、中珠及び大成の施術YIゴ業員で総{関数2000個体につき総重

量、殻重量、肉重量、乾燥肉重鼠、殻の成民については故高、殻子九び絞巾を

測定し、寄生状態については各個体につき電灯透視により

此の内各年令別群 200倒主取り :1:L、内[百{ぇ蝕状態、を内

よって調査した。尚全面とは殻内ii!Iの黒変侵蝕が約7割以上にわたっているも

のを名附けた。

(1) 寄生孔道数と年令との関係

3 年生 5 年生 7 年生の作業貝各 2001同体につき各年令別群に孔道数 0~4、

5-9、10-14、15-19、20-24、25孔道以上の各段階に分け、個体数を集計し

た。百分比を取った 3年生群[守、5-9の段階が最多で50%以上をしめ、 15以上の

孔道数のある場合が甚だ少い。 5年長訴は10-14段階が最多で 5ケ以下、 20以

上は極めて少い。 7 0，三生詳は 15~19が多く 5 ケ以下を除いては各段階広く分布

している。即ち貝の年令が加算されるに従い、寄生数が増加することが第8図
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孔 i菌数之
貝年令との関係

3'1'貝 ー一一一一・

(図 8) 寄生孔道数と

貝年令との関係

に示すように明らかである。

(2 ) 孔道数と貝の成長

調査に用いた貝は 5年生作業貝で

102偲体につき、総重量以下各項目

を測定した。各個体の孔道数を0-4

5~9、 10~14 、 15~19 、 20以上、の 5 段

階に分類し、各項目の平均値を求め

た結果け、第3表に示す。殻r-IJは孔道

数の培加による変化は少いが、其の

f也の給、重量始め各測定項目は何れも

孔道数の増加に伴い、測定値は下降

している。この内殻高、?次長、投重

量[1'土孔道数19迄lす、急、勾配iJ;下降線を

描いているが、 20以上孔道数とは変

化がない。これに反し全重量、内重

量及び乾燥肉重量に於ては20以上孔道数のものは最少の測定値を示している。

〔第 3表〉 孔道数J二貝の成長ーとの関係

孔道数 0~4 5-9 10-14 15-19 20以ーと

貝 数 6 28 45 18 S 

金重量九f平均 53.8 52.6 50.7 49.0 48. 7 

減粍率 l∞ 97.8 94.2 91. 0 90.0 

??え
7. 05 6.80 6.74 6.60 6.70 

高減耗率 100 97.0 96.0 94.0 95.0 

殻
6.66 6.36 6.30 6.05 6.18 

長減耗芸区 95.5 94.5 90.6 92.9 

2. 71 2. 75 2. 70 2. 71 2.62 
設

け1 減耗芸名
1∞ 102 96. 0 100 96.5 

20.5 18.8 18. 1 17.65 16.8 
肉重量 減耗率

l∞ 91. 7 88.1 85.7 82.5 

27. 1 26.9 25.8 24.8 24.8 

減耗主事 1∞ 99.0 95.4 91. 5 92.0 

284 271 235 

減耗三容 1∞ 94.5 90.2 81.1 78.2 
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第 1 段階の0~4干し道数の各個体が正常の成長を示すものと仮定し、 これを

100とすれば第3表の如く孔道数段階の比較値を見ることが出来る 0 この比較値

から寄生による減耗E容は第 9図の示すようになる。

{特}

1帥

95 

開

(図 9)

¥¥ 
回斗般畏←ー 、

15 l 

。吋4 5-9 10-14 15-19 20以上

孔道 教

(同}

100 

9~ 

90 

85 

(図 10)

80 的 高。一一-0

的 長。ー一一口

終 巾 .1.___.6

肉主主tメー_ x

，J吊畳・ーゐ噌

75 - 乾精E量.ー叩心

一そ幸 子L
2 3 

選

J坤~J.

4 全部

各測定項目の減耗率を見ると孔道数の増加に従いと昇し、殻の減耗率は 3-

8%に過ぎないが肉質部の減耗率は1O~14で既に10%減となり、 15~19では15

%減となり20以 I二に於ては実に20%以上の減少を示している。このことは如何

に寄生による肉体部に与える影響が大であるかをよく証明されている。

次に調査貝 102個体のものを、内面まで{受蝕している孔道数を0、1、2、3、4、令

市iの段階に区分し、第 4表の如く各項目の成長測定値の平均を求めた。
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各測定値は何れも内面まで侵蝕している孔道数の増加に従い減少している。

特に孔道数が 3以上となれば急勾配で減退が現われている。前記同様に|付固ま

で侵蝕している孔道数が Oである場合の数債を 100として減耗2容を描くと、第

10図の如くなる。この間に於ても内重量、乾燥肉重量の減少が著るしいことが

明らかである。

〔第 4表〉 内面まで浸蝕している孔道数と貝の成長との関係
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以上の調査により、多毛類の'?:子三iーンíL遣によっての、 ~1tlj位貝の

甚大で、特に肉体部の京弱は著しく、これが姥死え導く大きな

が明らかに記せられる。

の影響は

であること

5考察

昭和35年36年鳥羽近海及び的矢湾のT~珠漁場に起った養殖真珠貝の異常な緊

死l士、調査の結果:直J吉原因としては多毛類によるものと考えられる。しかし箆

死被害が母貝に認められなく、 Vlo業員?と限られている。施術時期、施術漁場、

同一湾でも養殖存者、明、使用核の大きさ、及び民年令で弊死が其る点てど考えると

施術による良の活力低下が関与すること Lなる。此点については木村も報告し
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ている。従って施術時の環境と密接な関連が生ずること Lなる。多毛類、アコ

ヤ作業貝が昭和35年36年の同年に現われた夏の環境で受けた影響とその生態及

び生現状態との関連を検討する必要がある。

( 1 ) 多毛類の受ける生活環士克

この 2 ヶ年に鳥羽近海及び的欠湾の潟、J~r1('と日限り、多毛類の六繁婦がや1故起っ

たか、この読点については、 2つの地区は直接間援に伊勢湾水の流域であり、

底質が泥であること、潮流が早いこと、以上3点は全く共通している。昭干n35

年はチリ地震津波により、海践の泥土が撹持され浮上し(的欠湾では平常の透

明度に復帰したのは 1週間後であった)海底に生活根j家主f持つ多毛類の集団が

浮上し、アゴヤ貝に附jE:したものと考会えられる。 また伊勢湾l勾に生活恨僚を持

つ多毛類が淡水に追われj号外に流出し芦殊法~)易?と ;;1れまれたとも考えられるが35

は8月16日以粋であったので、津波が関係あると考えられる。 何れに

してもアゴヤ民に附若後の多毛類の([-:'1舌は水流には窓ーまれ、飼料豊富であり、

よって害敵からは食害は免れる。水温、堪分に対しては多毛類の生態が

明らかでないが内湾'1まの生物で高橋敬三氏談によれば泥土中に生活するとのこ

とであるので、アゴヤ貝に比し海況変化に対する適応性の巾は広いと考えられ

るので、員に7資;懐1去の生活環境!?、31R想的な好条件下にある。

貝を問者器とした多毛類の垂下養成で‘あると云える。

に於ける νロボヤの繁殖経過から考えると多毛類の繁痛が益々治加するのでは

1;.(¥.、;0、E二 るものである。

(2 ) アコヤ貝の受ける

アコヤ貝にとってはこの 2ヶ年の夏目j高水温が長期間続き、吏!と比重が両年

ともプてきな谷を規はしている低比重の夏である。特に36年 7月]二句の低比重ば

わたりこのため忠羽坂手島以奥の漁場では吊下げのたらざるものに奨死

が出現した。また箆死~免れた貝も相当甚しい哀弱を来したことが当然考えら

い原因とも考えられる。

、比重低 Fによる提死1:1認められなかった。この程度切れ層

示度1.018以上)の比重なれば従来、 i青山、!日本、片田、小林の研究では亥弱さ

せるとは考えられない。しかし35年作業、 36年採取結果及び36年の避寒迄の緊

死率は三!三年の 2倍以上の高率であり、また挿核時期によっても緊死率は異って

いる。 Rllち35年l玄室の前半に施術したものは後半のものより楽死率が低く、 36

年は夏の中間が低く前居が高率となっている。比箆死現象を水温については比

較検討すると警告死率と高水現期とは一致していないが比重は35年はi前半高

く後半低く 36年は前半低く後半高いのに低比重出現郊とに A致している。即ち
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低比重の出現前後に施術を行った貝は繋死率が高い。

施術によって貝の活力は衰え、外囲の変化に対しても抵抗力は減送するもの

と考えられるが、この程度の低比重 (0151. 018~1.020) が貝の生理機能に異

変を与えないとすれば、原因は他になければならない。

(図 11)
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筆者佐藤は的欠湾に於ける大腸菌群及Aび雑菌の出現分什iの研究結果(一部水

産学会講演発表)では外海に (0151. 024以上)少く、湾奥に進むに従い比重低

下 (δ151. 022以下)とともに雑菌数は甚しく増加し、水の汚染が考えられる。

施術時の細菌については子竹iII丸、宮内の報告によれば、細菌管理の重要性が

認められているので、低比重の出現話後の挿核作業による緊死率の大なること

は水の汚染により、細菌の繁殖が施術後の恢復を遅延させ次に来る高水温によ

り益々恢複を遅らせ、貝の活力安衰えさせるものと推察される。このような点

から考えると35年36年のf乍業員の弊死が高率を示したことは、この年の低比重

高水温の特殊環境が大いに関与しているものと考えられる。このこと[とより施

術時期の環境は、その後の貝の活力に与える影響は非常に大きく後々まで后遺

症となるものと=考えられる。

(3) 35年36年の特殊環境に於ける多毛類とアゴヤ貝との生存競争

上述の如く両年の高7Jく温、低比重の::t現環境は多毛類にIr;l:_;直し、異常な繁殖

をうながし、この特殊環境が大きくプラスとなった。これに反しアコヤ畏は夏

が産卵期で体力の消耗がある。これに加え高水温で衰弱も起る時期であるので

この環境ば大きいマイナスとなる。

まして押核施術を行い、体力のJ!JJZ復していない作業員は温その他外国変

化に対する低抗力は減退している時で益々マイナスが加は Lる。この日寺多毛類

の旺盛な活動力により貝殻寄史され共結果内面を侵蝕されるに至ればアコヤ貝

は貝殻再!j三により防御するため体力を消耗すること Lなり、これに新しい侵入

が重なると、貝のCaC03の分泌機能(r;l:_異常をきたし、多毛類との闘争パラシ

スがくずれし遂に箆児lL歪るものと考えられる。従って特殊環境が著るしく発達

する漁場、例へば的矢(，I~で、は水道部のような水流!と恵れたるでは多毛類は

抵々好条件に恵れること Lなり貝とのパラシスが益々破れ、アコヤ貝の弊児被

害が大となる。

要するに35年36年鳥羽近海及的欠湾玄珠漁鳴に於ける の異常搾死

は此2ヶ年異常なる高水j昆低比重の出現により施術后の貝の低抗力の減去が異

状発生した多毛類の寄生に対し Ca封鎖し得す遂に奨死に至ったものと考へら

れる。

8要約

昭和35年36年鳥羽近海及び的矢湾翼珠蓑ζ殖漁場に於ける真珠作業貝の多毛類

寄生による異常奨死現象につき調査を行った結果を要約する。

1.昭和35年36年比の地区に於ける夏の海況は異常な高水温の長時日出現した年
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でまた中程度の低比重水の谷が35年夏は後半に36年は前半に出現した特殊の

夏型の年である。

2.異常高水温、低比重は多毛類には悪まれた好生活環境を与え成長は促進さ

れ、繁摘は担当ならしめ大なるプラスとなった。これに反し、真珠貝は27"C

以上の高水温持続により、民の活力は低下し、低比重の鰐響も加わり抵抗力

は益々減退する。特に持i核施Wfを行った作業員はこの思環境が生活に負担と

なる。即ち同一環境が二つの生物への働きかける作用は全く反対の結果を与

える。この両者の生活関係は有生生活であり、プラスの生活環境にある寄生

主と、マイナスの生活環境にある~~~珠民間]ち宿主の生活闘争は当然寄生主が

優位に置かれる結果翼珠作業貝は艶死におちいるものも出てくる。故に異常

艶死jjj:[因ば異常高水温に低比重7J'主で、多毛主!の寄生により

大きくしたことになる。

3. l'寄生経過始めに多毛類はアコヤ貝殻に穿孔寄生し孔道が貝殻内の段階では寄

生による被害は少いが、進むに従って貝殻内面に到達しその侵蝕部イ立が 3ケ

所以上に至ると頁珠作業貝は急速に茨弱L肉体部は水腕状となり幣死に至

。。
4.艶死率

翼珠貝の奨死率は忠環境程度と貝の挿核後の活力によって決定される。

(a) 母貝は穿孔寄生を受けても、活力旺盛により貝殻内面迄は侵蝕されず

銘死に至るものはまれである。

(b) 作業員は何れも寄生虫の被害な受け、貝年令により奥 1)活力の高い若

年貝は低く、 5年貝は中位、活力の低い老年貝は高率である。

(c) 核のナイズによっても異り、 6.00酬は低く 6.5mm、7.00酬と大きくなる

に従い高率となる。

(d) 漁場によっても呉り潮流速かな漁場は綾なる漁場に比し高い。

( e) 挿核時期の海況により終死率が奥る。高水滋 (2rC以上)直前施術を

行ったもの、また中程度の低比重 (d151. 018~1.020) 前後に施術した

ものは奨死率が高い。

(0 挿核漁場によって異る。的矢湾に於、て施術を行いたるものは英漠湾に

比Ljj1ljいことにより低比重の漁場は一般的に努死率i高い。
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1954. アコヤ貝増殖に関する研究 立細菌によるアコヤガイ

について 円水会誌 19-9
1955. アゴヤガイ増婚に関する研究

死について f'l水会誌 20---11

8) 仏:

J 
に

と多 て 6-.2 

のJl~ いて h.__h 
;)-;) 

4: 1-2 

13) 

よるアゴヤガイ異状安芸

円
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三重県真珠漁場の性格について

品質評価による一考察

木村 一郎・山 口 昇

(三重県水産試験場)

l宅珠漁場総合調査の一環として、濁度調査と併行して行った試験養殖の結果

の中で、色と巻きによる漁場性格の区分けは、実珠研究会誌第3巻第10号と第

4巻第12号で報告したように、類型化区分が可能で‘あるが、それらに用いた試

験材料を、更に使って生産品としての味の価値、郎ち巻き・色.~\'lり・形によ

る総合的なJ予備を行って、漁場価値を推し計って見たのでその概要をお知らせ

する。

本試験材料の詳価に当つては、研究会幹事佐藤忠拐、山本文栄両氏と全国真

珠E.':l井、丸山、久米付の各氏に多大の労をわずらわせ、繁雑な仕事を慎重かっ

細心に行って頂き取りまとめに至Ijることが出来たので、報告に先だちこ Lに記

して深くお礼申上げる次第である。

1.経過

使用した材料は33年試験養殖なして得られたもので、 34年 5 月 20 日 ~21 日両

日に亘って評価して頂いた。

具体的な評価の行い方としては、業者間で通例になっている花珠、腕珠、ス

ソ珠の 3通りに分けて珠の判別を行い、数人の合議による価格をつけたもので

特定の個人の主観が特に作用するようなことは避けているc

サシプノレは各漁場 (39ケ所)水深 (2・5メートノグj挿核部位別(ふくろ・う

かし)に 1本づっ出来ているものを順序を不同にして出鱈目に 1連番号に書き

換えて評価者に提出したので、海域に対する特別な先入観も排除されている。

数的な表現は、一般業者にやjり易い従米の観念による匁当価格を算出するよ

う計算した。

2.結果及考察

仁海域別品質の相違3

海域を大きく次のように分けてその範囲を見て見ると、
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1.鳥羽・的矢海域

2.南島・紀f、Hij 

3. 五ケ所湾グ

4.英 虞 湾グ

370円-480円

260円-370円

260円-420円

140円-490円

で評価され、このなかで特に指摘出来ることは、 300円以との評価額が示され

た漁場は、花の出現比に大きな比重がかかっているようである D

上の海域から五ケ所湾海区で結果的に注目されるであろう内瀬 (2m428円、

5m 303円)と五ケ所 (2m369円、 5m425円)を除くと、本海域内の他の漁

場は260円-340円で、南島紀州海賊の価値づけ範聞に入って行くようである。

内海1・五ケ所は外洋水との交換量に他との条件的な相違があって陸水が停滞

されるような形になり品質に影響を及Jましたと考えて見たいが、根按としては

濁度調査の結果に戎程度の示唆を得ていることによった。

英j実湾は既報のように、湾口自信と湾奥部に分けて考えられるが、地問!的には

湾口部に属する漁場でも1ftい評価がなされている所は、試験漁場を湾口部校湾

内の筏の荷築地域(筏の平安祭度合いを示す具体的な数字は分らないし、市下さ

れている養嫡かご及、び貝の実数は変動奈が大きいと想像されるので、ここでは

観念的な筏の努築度合として)に吊下したことが現れているようなので、校湾

外漁場とに分けて見ることの方が妥当であろう。

斯様にして分けて見ると英虞湾は

①湾口音¥5漁場

イ、校湾外漁場

御~沖、間崎くろベ、多徳島、浜島弁天前

ロ、枝湾内漁場

浜島鴻ノ浦、御座いか浦、}協賀浦、来日具浦

②湾奥部漁場

布施郎、片岡、船越、波切半じ浦、立神半七日、立神赤崎、神明かし

こ前、奥村I明、神明うらかしこ、鵜方

に区分けして、

湾口部校湾外漁場の場合

グ 校湾内漁場の場合

湾奥部漁場の場合

300円-490円

240円-390円

140円-360円

となる。

英j実湾々奥部漁場でけ、水深別に品管の相違がはっきりけlており次のようにな

っている。

円
叫
V

1lA 



2メートノレ 140円~330円

5メートノレ 220円~390円

結果的には 577も摺は湾口部校湾内漁場と大差がないが、 2J刀層については水

平的な意味での崎地の問題とも関連させて、品質の低下をることが出来るよ

うに忠われる。

個々の潟、坊を検討して見ると、本試験義組で最も良い価値づけをされたの

は、御 5m層(花珠1.570円、 IJ同珠480円スソ珠70fT])のもので匁当 494円

である。以下400円以 l:の処としては

2m層でj先取・菅島・的欠・奥的欠・宮山・街!再生i'lJ・内zwJQ

5 で的矢・ 1~潟・御1座沖・問時・ 7古島と応羽・的欠湾海域及び英虞

湾々口部漁場

が好況!， ~\;)t{Îであることを示している。

瀬五ケ]況に良1:'1"の

ものがIH

々にi

-113 

::%p; 

域及び先:[iicの 2点 川[1j

海域の全部がそれ
3に
《ご、

場と比較して、{;:
，.，，} lO~円己 :IGCl j\) 加Jè=[ 500円

第 1図 海域別宴珠の評価格と

2米・ 5米との評価関係図

円とその主ば 300円以上にも及んで、明らかに老朽化漁場だとか宿泊漁場だと

か云われていることが品質に及んでいることた褒づけしていると云えよう。
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〔水深別品質の相違】

水深別に見た場合 2 m躍が 5m層に比して明らかに良い漁場としては、桃取

菅島・内j頼と僅かに 3点を数えるのみで、その反対に 57九層の良い漁場は、相

差・御座i中・間崎・浜島鴻ノ浦・布施臼・船越・立神赤崎・や11明かしこ前・神

明うらかしこ・鵠方・操 .Ti.ケ0T・古和・長島・忠.'1投と 15点に於いてその廷が

見られる。

奥々部の潟、tl1rに多く 5111 ii，!(iの優れた処カミ見られることは出回に値

しよう。

見て、水深を下げることによって良質の球な得られる場所が可成り

あるように見受けられるが、海洋学的・生物学的な裏づけを伴った結論を出す

ことによってのみ始めて云えることで、これだけで推定た下すことは危険であ
)ア

屯)'0 

く、月央に入

るに従って品質の

下が見られる。

タ二;o_i¥"i1.-
ふY'j.t，:.'、」

;士、 2 m)習に主主が

男られて多徳の方

がJえいが、 577?_'・7m共11::.両地点間の差ば見られない。この場合多徳は概念的に

湾:コから

にカλ;テて

(倒産i中・

ので、 どの

ぐコし、

1ゴ
宮一-ニー一一 一 軍略

ヱ工ロ::IT¥1¥ ¥ ¥ ¥ ¥¥ ¥¥¥¥¥¥SI 

。 。 < 

御gg沖

第 2図 英虞湾内特別試験地

水深別哀珠評価図

ーょっμ



はj湾奥官官漁場との接点にあり、試験筏も比較的粗放的な漁場に設置されていた

ことで条件的には不良漁場ではないと考えて見た。奥神明は一応湾の最奥部

で、湘の交換量から考えても一般には不良漁場として取扱って差支えないと思

われるので、この結果だけから見れば、 (老朽化時の漁場価値を!略同様と恨定

して)品質に対する影響力は 2m層にのみ現われていると考えられる。

品質に対する結果は主の通りだが、巻きの厚さや、老朽化漁場では切離して

考える訳にはいかないへい死率等を間待に取り入れて考察するならばi魚、場価値

の程度が今一ツ判然としよう。これについては養泊只浜揚!時 1ケ当の単価合算

出する(へい死・脱技・その他白球等評価に含まわしないものも対照にして)こ

とも一方法かと考えられるので、今後の丹念既にまって見えい。

FJj崎 2m層の場合最(2':j約30日の落下海底養婚期間があり、潜水器を使同して

回収した事をZ与えると、このために品賀評価が悪くなり、実際!とは御沖と多

徳の中聞に位するが、染者の経験的な聞込みではむしろ御感沖に近い数値が出

るのではないかと忠われる。このような考慮を払うならば、 2・5111共湾口部か

ら湾奥部にかけてl順次品質の低下ti;見られる。

7m層については奥神明(実際には珠貝漁場ではない)を除く他の漁場で、

2・5m層より特?に良い結果として出ていないので、労力的にも夜業的に克ても

7m層の使用は余り意味がないように思われるO

議祭ぞζ

」仁一 対法一之

ヲ静£銃

勺
J
臼
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挿核時期と真珠の歩留り並びに品質

青 木 駿

(富士真珠研究部)

アコヤガイを用いた烹珠養殖において、挿核施術の出来る期間は割合に短

く、冬期は、すくなくとも突虞湾では貝が冬眠しているから、挿核作業~i:行わ

ない。春期の施術開始には、水温180C以上あることが望ましい(小林、 1950)

ので、大体5月上旬頃に挿核作業が始まり、 10月下匂頃まで引続いて行われ

る。しかし、施術可能なその期間内においても、水温等外的要因や、産卵活動

に関連した内的要因に誘発され、アゴヤガイの生現状態には、季節的な変動が

認められる(太問、1958)。施術後短期間における貝の生理状態如何が、浜掲げ

される巽珠の歩留り並びに品質を左右する(総本、1961)ことが知られている。

これらのことより、挿核時期によって、施術後の経過が異なり、浜揚げされる

冥珠の歩留り並びに品質に差異が生ずることが想像される。なお、アコヤガイ

の生涯状態、の季節的変動は漁H>>の条件!こ大きく左右されるため、それぞれの

殖漁場において、それら関係が多少異なるのは当然である。

笑i業湾における一例ではあるが、挿核時期と浜揚げされる民珠の歩留り並び

に品質について、今回その関連性を調べたので、ここに記述し、参汚に供した

し、。

1) 挿核時期と養生期間中の成績

英虞湾浜島奥部の迫子。浦にある、ある養殖場の資料に基き、養生期間中の成

績を時期別にあらわしてみたのが、第 1図である。

第 1図に示す如く、春期施術開始より、 7月中匂頃までの挿核作業は、

期間中の'8死率も共に低く、施術直後の経過は係めて良好である。ととろが、

7月下匂以降になると、施術後、養生期間中の奨死率並びに脱核率は急激に高

くなる。その後、英虞湾においては、高水温が 9月の初、中匂頃まで続き、そ

の聞の成績は引続いて悪い。 9月下匂以降になると、水温が下降するにつれて

施術直後の疑死率並びに脱核率は徐々に低くなるが、税核率については、 7月

中旬以前の成績に比べて、高い場合が多い。図に示すように、作業年度によっ

て、ピークのあらわれる時期、あるいは、その程度に、多少の差異があるが、

いずれにぜよ、英虞湾においては、 7月下旬以降 9月中旬頃までの、約2ヶ月
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問は、挿核作業を行っても、施術後の奨死率と脱核率が高く、歩留りの点から

いって、挿核適期とはいえない。

第 1 図に示す如く、 ~t:t虞湾においては、例年、 7 月中旬頃を境として、その

後の夏期高水温時には、挿核作業を行つでも、施術後の艶死率が極めて高い。

その原因について、まず考えられることは、アゴヤガイの生l:lil機能を支配す・る

外的要因のうち、水誌が、垂下層において、例年、 7月下匂頃より、 2700')至

は27.50C以とになるということで、ある。このことより、施術直後疲弊したア

ゴヤガイの危険臨界水温は、 270C近辺ではなかろうかと推測される。従って、

夏期においても、このような高水温にならない漁場で;号、れば、施術直後の搾死

率は、比較的低いものと思われる。なお、局地的ではあるが、有毒ガスの発生

等が知られている。

これら、外的要悶以外}亡、太日 (1958)が、夏WJ産卵後一時杵品体が縮少し、

衰弱状態、を示すことがあると述べている如く、貰j切には、生拍手活動:亡関連した

内的要因も、生JJJ1機能の低下を誘発する原因の一つにあげられよう。

また、 7月下旬以降の母貝(士、高水温とと卵ということで、生J:l.J!.機能は漸次

低下L、生殖腺の状態、も徐々に生殖細胞の政出後期乃去は放出終期へと移行

し、生殖股が萎縮していくのが一般的現象と Lて認められる。 従って、この時

期には、 “やせている"ということで、十二分な母貝仕立て操作も出来えなく

なり、仕立て期間なども必然的に焼くなるつこのことも、施術後の健康恢復を

おくらせ(植本、 1961) 、搾死:c$5.てど î't~ くしている原因のーっかもしれない。

このように、夏期には、諸条件1が重なるが、特に突虞湾の如く、

の古い漁場においては、宮、殖やj索、!弓老化現象も手伝って、豆WJに¥1、その衰弱

がいちぢるしくなるのではないかと二与えられる。

2) 挿核時期と浜揚げ成績

挿核時切によって、養生期間中の成総に差異が生ずることは、すでに述べた

通りであるが、さらにまた、核時期によって、浜揚げ成績にも差異が生ずる

ことが、第1表をみて、明らかである。最近の突漢湾においては、特に夏期高

水温時;-1:.挿核作業主子行った場合、そのj兵揚げ成土恨めてElく、他の時期に作

業したものと比べて差異がある。

第 1表[士、養生期間中の成績が例主l二¥良好な 7月初'tTJ挿核作業のものと、その

成績が例年悪い 8月中句持核作業のものを伊IHことり、 j兵揚げ成績を比較した結

果である。表に示す如く、このごつの時期の比較においては、明らかな差異が

認められる。すなわち、 7月初旬挿核fr工業のものは、歩f8りも高く、良質実現L

の出現率も高いが、一方、 8月中旬の;'弓水温時に挿核作業したものは、歩留り
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が低いうえ、キズダマや変形のクロダマ、あるいはドクズ等異常烹珠が目立っ

て多く、良質翼珠の出現率は極めて低い。

持核
施術日

1960年

8月18日I1月15日

第 1表.挿核時期と浜揚げ成績

会浜揚げ珠の歩留り(%)は、施令官時の挿伎数に対して計算されている。なお、;f~p核作

業は中:珠2ヶ入れ施術である。

この結果より、養生期間中における戎績の良否が、浜掲げ成績の良否とほぼ

一致するように推測される。すなわち、養生期間中の艶死率と脱核率が低かっ

た場合は、概して、浜揚げ成績も良いが、逆に、 と脱核本が

高かった場合は、浜掲げ成績にも期待がもてないということである。

3) 夏期高水温~寺に挿核作業を行ったj符合の~:珠袋並びに:町珠形成過程

既に述べたた1く、今回調査を行った突虞湾浜島奥部の漁場において町、 7月

下旬以降の貰;lJ;rj高水温亡支作業合行ったもの/，'t、養生期間中の成績のみな

らず、浜揚げ成績も極めて惑いのこの原因を究明するため、頁期高水温時に挿

核作業主と行い、その材料について、 ;波ぴに立珠形成過穏を紋織学的に観

察した。

この観察で特徴的なことは、第 2図i'C示す如く、挿入された核周辺の生殖腺

総織に病理変化がおこっている佃休が少なくないということでふる。このよう

な病的現象が、突虞湾において、夏}IJJ高水温[[寺に持核作業を行った合、脱核

主幹高く、さらには、浜揚げ珠の品質も阪めて悪いという、さきの結果をうむ原

因の一つに考・えられる。すなわち、挿入された核周辺の組精が、病理変化をと

もなって脱落すれば、その核;土脱出しゃくなるわけで、ある。また例え、脱落し

た組織を巻き込む様に烹珠袋が形成されても、殻授賞の分泌多く、その後~珠

層におおわれた場台、商品価僚の低いクログマになり、なお異常が引続き、脱

落した組織等附着物と、分泌された殻皮層で構成された場合、それは商品価値
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8 

第2図.挿入された核周

辺の組織に病理変化の

おこっている例を示す

A:施術直後の状態で

いまだ組織の脱落は

生じてないが、核(n)

周辺の生殖腺組織

は、生常な生殖j政組

織 (g)と組織像が異

なっている。この部

分の組織は、将

来脱落するもの

と恩はれる。

日:核 (n)周辺の

組織が、病的に

脱落している状

態を示す。 (u)

は脱落した生殖

腺組織である。

この脱落した組

織を取り巻くよ

j うに、その外側

にn厚長袋が形成さ九TこJj_，，~介 、 ~n図Jこ示すような%'，ij:;汽員長‘こなる。

の全くないドクズになるがらであるコ (前3阿)この病治i変化を、組織の脱端、

すなわち “i白場"と診断してもよかろ う。

これら、主拙脳組織の脱治、 すなわちまH~5の原因には、パクテリヤが関与し

ているのが、あるいはまた、挿核施術という機能的しょうがいのみによってお

こるのか、など、 i詳細な変化過程け、いまだ不明であるが 、 艶死~が高い という

ことからして、とにかく 、夏!1J1日水温時には、生涯機能が低 く、挿核施術に対

する抵抗性が低いということが根本原因のように思える。

また、以上述べた病的変化以外に、一般的現象として、挿入された核周辺に

は、施術後多数の遊走細胞が民合し、それら遊走細胞が、遊走細胞同志、ある

いは宿主の生殖服組織と結びつき、そこに新しい組織を形成するのがみられ

る。しかし、施術後短期間!とおける生斑状態如何が、その組織化のスピードに

-27-



影響することは惟測山米るつ従って、 生活i機能の低い夏期尚水温11寺に施術した

場合、挿入された核問辺[乙集合した遊定患;II!J包は、生殖腺組織に結びっ く以前

に、遊離状態のまま点珠袋上皮に取りとさかれやすく 、それが原因で、逃走細胞

を巻き込んだキズダマやクロダマに異常発注する可能性も多分!'C.;与えられる。

第3図.病的に脱落した組

| 織を巻き込んで発注した

. 異常真珠

l A-核 (吋 の周辺1CV士、

i 脱蕗した組織 (u)が合

i … その後の
ぬ皮附の分1必が多い。

2 部分的ではあろが、最

! 外K・れこれ珠門 (p)の分

lL2軍J 掛溢識 i .容轟遺品.単調J-u ド~.tlIj " i 習慣極超員.凶ゐ:吋ふ:~~よ函主語型. ' ， 1 泌がみられる。これは
も忠踊軍事功指揮羽~:号電量喝酒量ì，\lI I 
電型E君主E苦河h明磁Z曹関陣，.. I 将来変形のクロタ"lにB """i:iIi細胞立証ι溢語圏醤p .j : 一一一-.曹司F 曹輔噂噸圃厩三一 '_.J なる。

B:図Aとその発途経過は似ているが、脱溶した組織 (n)と分泌された娩皮問 (c)の

みで・構成されており 、nf-!(!':'iの分泌が最外自にみられない。 いわゆるドタ ;<:である。

j睦走細胞や脱絡した縫議'存が ~k珠袋 L:/.支に取りとさかれた場合、その後、殻皮

質の分泌が多いのが廿過である。その原因については、それらi睦定制胞や脱落

した組織等間前物の分W~により 、 化.，;~的に 1
1

i珠・袋 七皮が刺激をうけ、 それがた
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め、異常に多くの殻皮質の分泌がうながされるのであろうと暗に指摘されてい

る(辻井、1959)コまた、そのような不安定な組織とに形成された翼珠袋上安

は、分泌機能がなかなか正常に復せず、それがだめ、殻皮質の分泌がながく続

くようにも感ぜられる。

4) 結

今回の調資結果は、最近の英虞湾におけるー仔IJにすぎないが、ほ v~向様な傾

向は、突虞湾全般についていえるのではなし、かと忠、われる。すなわち、最近の

おける挿核遇おJt士、存t¥町長術開始より 7月中匂頃までであり、秋期9

月下旬以降10月下匂頃までが、これについで、〕応挿核作業可能な時期といえ

よう。その中間の夏t~j高水温IJ守約 2 ヶ月間は、持核業な行っても、浜揚げさ

れる翼政くの歩留り並びに品質共に恐く、好ましい結果け、あまり期待出来ないo

fたって、英!烹湾においては、 7月Jj:l匂頃までに集中的に挿核作業てど行うこと

が、経営!二得策のように考えられる。

以ヒ述べj(こ核i盟主fjは、突j実況における…例であるから、漁場条件の奥なる

他漁場においては、それぞれ調査し、地先治、ぬの押核適期を把握することが必

要である。

?とだ、今回の調査研究で、普遍的な現象として、言及出来得ることは、施術

後短期間における貝の生盟状態如何が、浜揚げされる哀珠の歩留り並びに品質

に大きく関係するということである。施術後短期間における民の生理状態は、

今回述べた如く、持核時期によっても異なるが、施術に汗!いられる母貝の品質

如何、あるいは挿核技術の優劣によっても差異が生じてくることは当然であ

る。 また、施術以訴に行われる母良仕立て操作や、施術直後の養生操作にも、

施術後短期間における貝の生斑状態安支配する重要な意義がある(植木、1962)

と報ぜられている。

ハU
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箆死 漁場 について

関 政 夫

(三重県水産試験場)

最近の真珠貝の緊死被害をみると、湾奥部底土の硫化水素の発生によって起

きれる被害が目立って増加してきている。この型の苑は、三重県では昭和 31

年、英虞j苓船越附近で、発生したのを皮切りとして、その後毎年発生しており、

しかも次第に範間を拡大、各地に波及する形勢にある。

時期的には梅雨期から秋口までの夏の間で、特に秋口iC多発し大被害を与え

ることが多い。場所は湾奥部入江のさらに奥まった所に限定されている。この

現象はその性格上、長年養殖が行われている漁場では必然的に起ってくる問題

と思われる。

その発生機構については必ずしも明lí~!ではないが、要は!底質の還元状態、す

なわち酸素の補給が円滑に行寸つれぬため底土の酸化が阻筈されるためで、底質

が、岩砂のような所で堆積物の少い場合、あるいは潮流の早い所ではこのよう

な現象は起りえない。

一般に温度がと昇すれば細菌活動が活発になる。もちろん酸化速度も早くな

る。したがって水温が上昇すると、海底に土佐積した貝の楽、プラシクトシ、海

藻などの死んだものなどの有機物が多いと、その腐敗、分解、酸化が急速に行

われる。このH寺多量:の若手中の酸素が消費される。酸素が充分あれば分解、生成

されるものは無害の物質となって何の影響も与えない。酸素の供給、あるいは

新しい水の供給が行われないと、酸素は消費さわして少くなる→方、生成される

物質は硫化水素のような有害物質が多く含まれてくる。また酸素が減少すると

嫌気性細菌が繁殖して、今までiÍí} 9~にとけていた無害のものまで有害なものに

変えるし、細菌の繁殖自体も直接貝に悪影響を与えるのではないかと考えられ

ている。異常鍔死の起った漁場では、細[!fiの活動が異常に活滋であることが観

測されている。

この他、動物体が直接生成、排出するアシモニアなどにも害作用があり、奨

死漁場の底層附近にはかなり多量に存在することがある。アンモニアも駿素が

充分あれば容易に酸化されて無害となり、植物に利用される。

このようにして夏の問、!底土中は有害物が充満した状態、となっている。しか
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しこのような現象は、英虞湾のように長年養殖が行われ、しかも底の流れの少

いj魚、場では、真珠m号、場に限らずきわめて普通の状態で、比較的開放的な漁場で

も、底層附近の酸素量は夏の間非常に少い。つまり海水が動き、

補給されている状態、あるいは底層附近だけが悪く養殖垂下層が普通の状態で

あれば搾死は起らない。

このような条件のときに多量の雨が降ると、表層l寸淡水に覆われ、夏の場合

には表層程iた;7]( i.鼠であるから、上下層の比重差は非常に大きくなって上、下の

海水混合が行われなくなり、表層の駿素を充分含んだ水は下層(!(二供給されなく

なるとともに、自主;者自体の拡散も比重差が大きいため行われにくくなる。

比較的浅い漁場では、水量自体が少いことと、垂下層から臨までの距離が近い

ため、急速に酸素量が減少し、貝 るいは硫化水素などのために中毒死

する。このようたして起るのが一般の賂死の均合である。

秋口には以 kのような慢なる表層とそれ以深の海水の比重美だけでなく、さ

らに全体的な垂直分布も関係Lてくる。突虞湾では大体冬の間は雨が少いた

め、上下層の水温、比重差は少く、混合されやすい状態となっている。もちろ

ん細菌の活動も少い。これに反して夏の間は腐敗、分解作用は盛んであるが、

比重差があるため j二下層fの水は互に混合されにくく、底土の上層への影響ば綬

浸なため、その間に酸化さわして影響が現われない場合が多い。このような状態

のまま水温が下り海水が混合されやすくなると、海底に蓄積さわした有害物('t一

時に浮とし、さらにこのとに雨が降って低比重水が表層を覆うと、酸化が行わ

れなくなるためきわめて思い状態となる。

表から今年秋の突虞湾の調査結果をみると雨さえ降れば非常に危険な状態、!と

なったと云うことができる。今年I:'t更の間雨が少かったためプランクトンの増

摘が少く、酸素量ば全般的に少いが、 9月17日の調査結果からみると、表層は

大体飽和度は 100%に近く、 2m層も毎年被害の出るノオキ浦 (st.7)および

立神奥 (st.11)の2点を除いて 90%以とである。しかし 5m)習になると急、に

減少して、奥部l士大体60-70%前後となり、たこのぼり、浜島、片由党問主珠

街、神明大月真珠荷 (st.1. 16. 18. 6. 15)のような湾口に近い所、あるいは航

路に近いようないわゆる潮変りのよい所だけが90%を保っているにすぎない。

底では何れの所も減少している。もちろんこのことは水深とも大いに関係があ

るO これを水温、塩素量(比重)の方からみると、 2m層と571も層の間に菜の大

きい層があって、酸素は上層から下層へ、酸素消費物質は下層から上層へとい

う二つの勤きがうまく行われていないことを示している。

10月2日の結果(表II)をみると、前の場合とは大部状態が変化しており、
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観 現t 表 工 昭和37年9月17白

t也 点 l l 4 5 6 7 8 9 

27.0 27.2 27.2 
27. 0 27.1 27.2 

。C I bml 1.0.り 1 25. 5 1 26. 3 1 26. 1 26.2 
25.8 26.4 24.6 25.6 

MIllM11811 18開 15 18. 13 18.15 18.11 

18.38 I 18.20 I 18.15 18.12 18.16 18.15 18. 12 
18.47 18.40 
18.47 18.40 

4. 76 4.64 
3.66 4.65 

2.58 3.25 
4.36 4.14 3.61 2.88 3. 17 2.田 3.25 3.86 

89. 1 96.3 91.3 98.6 98. 1 1∞.2 96.9 99.4 

90. 9 94. 1 91. 1 96.3 97.5 77.5 97. 1 95.4 

523 
52.3 65.4 I 79.1 

5.0 3. 5 

士也 占 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

Om 27.6 28.1 27.7 27.6 28曾 l 2'].5 27.1 27.6 26. 9 
水温 2m， 27・4I 28・0 27. 6 28. 1 28.1 27. 1 26.8 26. 7 26.9 
。C 5m 26. 0 25.9 26.3 26.3 26.3 

民 25.9 25.9 25.5 26.2 25.8 25“。 26.0 26. 1 25.9 

Or!u 17.83 17. 83 17.91 17.30 17.34 17.81 18目 32 18.01 18.35 I 
塩素;量 2r九 17.99 17. 96 18.03 17. 67 17. 94 18.06 18.42 

令。 5m 18.41 18.35 18圃 45 18.38 18.48 18.53 I 18.叩

民 18.41 18.35 18.42 18.40 18.45 18.58 18.54 18. 55 I 18. 57 

07九 4. 52 4.50 4.57 4.96 4.91 4. 76 4.81 4働 61 5.09 
酸素塁

2577九九 4.83 4. 19 4. 70 4.83 4.74 4.64 4.87 4.89 5.05 

巳clf 3.60 2.981 3.82 4.48 4.83 4.02 4.44 
底 3.60 2.98 3.44 4. 24 3.82笥 3. 77 3. 28 2.94 3.89 

C25m m め

94.4 94. 7 95.4 102.9 102.9 99.4 I 100.2 96.2 106.0 
酸素 100.8 88.2 99.2 101. 3 99.8 96.1 i 101.5 100.8 105.2 
飽和皮

73. 6 60.9 78.1 91.6 99.6 82.9 91.5 % 
底 73.6 60.9 69.8 86.7 78.1 75.9 67.1 60.1 79.5 

7k 深 5.0 5.0 6.0 4.0 5.0 8.5 10.0 7.0 9.2 

お



観 現IJ 表 E 昭和37年10月2日

i也 4守、 1 2 3 4 R 6 7 8 9 

E25m m nZ 
22.6 22.9 23.0 23.2 23.1 23.0 23.1 23. 2 23. 1 

水温 22.6 22.9 22.8 22.8 22.9 22.9 23. 1 22.9 22.7 
。C 22.6 22.8 22. 7 22.8 22.9 

底 22.5 22.9 22 9 22.8 22. 7 22.8 22.7 22.9 22.8 

r Om 18.51 18.44 18.51 18.55 18.51 18.60 18.55 18.66 18.41 
塩素蜜 1仇 18.54 18.50 18.51 18.49 18.57 18.60 18.55 18.51 18.44 

。//60 
5汁L18.54 18.49 18.58 18.日
底 18.78 18.51 18.60 18.55 18.55 i 18 '65 18.52 18.55 18.44 

02F77ルL 色

5.14 4.49 4.33 4.03 4.11 4.59 4.25 5.30 4.41 
酸素蚤: 4.97 4.27 4.45 4.24 4.16 4.60 3.91 4.17 4.23 

ccj .e 5.∞ 4.57 4.お 4'50 
底 4.22 4.72 4.2ヨ 3.97 4. 27 3. 99 3.89 3.81 4.33 

Om 99.0 87.4 84.2 78.4 80.0 89.3 82.7 103.1 85.8 
酸素 2m 95.8 83.1 86.6 82.5 8C.9 89.5 76.1 81. 1 81.5 
飽和度

% 5げL 96.3 88.9 81. 5 87.5 
底 81. 8 91.8 83.5 77.2 82.3 77.6 75. 0 74.1 84.2 

水 深 I20.0く 5.5 8.2 7.0 5.2 10.0 6.0 5.0 3. 7 

i也 t点 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

o27n7L b 
23. 7 23.0 23.1 23. 5 23. 7 23.9 24. 1 24.2 23.7 

7k 温 22.9 22.9 22.9 23.3 22.9 23.3 23.5 24.1 23.0 
。C 51九 22.7 22. 7 22.9 22.8 23. 1 23.3 22.9 

底 22. 7 22. 7 22. 7 22.8 22.9 22. 7 22.9 23.2 23.0 

む宵し 18.55 18.41 18.51 18.49 18.44 18.54 18.51 18.51 18.46 
塩素量 2ηL 18.53 18.48 18.49 18.48 18.44 18.54 18.55 18.51 18.46 

%。 5m 18.54 18.54 18.59 ]8.51 

民 18.52I 18.50 18. 54 I 18. 54 18. 46 1 18. 55 

。片LI 4. 74 I 4. 66 4.61 I 4. 89 1 4. 84 81 1 4.91 4.82 1 4.66 
4. 52 I 4. 65 1 4. 64 4.82 1 4.86 4.72 1 4.70 

ccj.e I 5m 4.631 4.90 4.日 4.85
底 4.30I 4.45 40.581 4.691 4.53 4.541 4.36 4.32 1 4.14 

一 一一一
Oml 92. 9 I 89. 8 89. 7 I 95. 9 1 94.9 95.3 I 91.4 

飽酸和素度 2ml 90. 9 I 90. 7 87.9 I 91.2 I 90.3 94.5 I 95.3 93. 3 I 91.4 
O/~~ I 51ル 叩.01 95.3 89.2 I 94.4 

底 82.9 86.6 88.2 91.2 88.1 87.5 84.8 84.0 80.5 

水 深 5.0 5.0 5.2 5.2 5.0 8.2 10.0 6.8 9.4 

A
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湾内何れの地点も水温、 J担素量ーとも表層から!高まで殆ど同じ値を示している。

(地点番号順に観測したので、晴天のため後の方の地点では表層水温V;l:.上昇し

ている。)すなわち上下水の混合循環期に入っていることを示している。一方

酸素量は表層でも調査地点の約半数が90%以下の飽和度である。また深い所

程、通常酸素量は減少するが、この場合には特に著しい差は認められない。英

虞湾では毎年9月末ないし10月に、このような理由で多少酸素量の減少は認め

られるが、表層あるいは 2m-5m層で70~80%台の飽和度を示すことはきわ

めて異例なことで、底の状態、はかなり悪かったことを示すものといえる。

今年も梅雨後の豪雨によって、大見浦を中心として船越、片国間近に多少の

被害があったが、この時の状態をみると、酸素量は今までにない非常な区範囲

にわたって減少していたので、長い間この状態が続けば相当の被害も出たので

はないかと推定される。この時の?ili況は、すでに長い間雨が降り続いていたた

め、深い層までかなり比重は低下しており、海水の垂直安定度は相当強い状態

であった。また底土の分解も水温がまだ上昇途上で余り進んでいない。このた

め、通例の搾死時海況にみられるように、大体 1~2m以浅までは酸素量が豊

富で、それ以深になると急激に減少し、底あるいは 5m附近では硫化水『素の発

生がみられるというような一般的な状態ではなく、 1m)習ですでに酸素量の減

少が認められ、 2ηL層では40~50%に下るが、それ以深では殆ど減少の傾向は

みられない状態、で、底質そのものも勿論関係がふるが、むしろ水の勤きが停止

したことと、そこに多量の貝があったことが重要な原因と思われる。つまり小

潮であったことも、比重の分布も重要ーな原因であるが、さらに多量の雨が降る

と船越、片凶側の枝湾は外部の水の交流によって一時的に死角となり、 7kが停

滞することも見逃せない原因の一つである。

莫珠貝が正常な生JE作用を営むためには、実験例では環境海水中に 0.5cc/e

以上の酸薬量が必要である。哀の;場合、酸素:冨:は普通5cc/e前後であるから、

飽和度にして約10%位が限界とみてよい。

致死il寺間については、酸素量を一定に保つことが閤維なので正確な実験は行

っていないが、大体天然の生成機構に同じ無酸素状態で'24f奇問は充分生存可能

であり、直ちに新鮮海水に民せばその後も死ぬようなことはない。また硫化水

素水(化学的に1.2cc/e前後に調繋)では、 24時間で20%が死んで7いる。もちろ

ん貝殻は約 2~3 時間で硫化鉄のため黒変し、天然ではこれ以上の濃度になる

ことは普通には考えられない。この場合、単なる無酸素状態では貝は最初から

開殻しているが、硫化水素中では姥死寸前まで開殻しなし、。このことから、前

日漁場をみて異常を認めなかったのに翌日には全部開設奨死してしまったとい

-35-



うようなことはないし、衰弱した貝でも直ちに酸素量の豊富な浅い層または沖

合に移せば充分回復さぜることができる。このとき垂下層の比重に注意するこ

とは云うまでもない。

したがって相当量雨が降った後の小潮のとき、あるいは秋口には怠りなく漁

場を見まわることが必要である。このような現象が起るときは、通常まづ、海水

が黒味を帯びた色になる。これは硫化欽によるものと云われる。次にこれが酸

化されて茶褐色または黄褐色になって拡がるつこれらは何れも底からくるもの

で、表層の濁りとは本質的に異るものである。この後には往々一時的に赤潮が

発生することがある。ある場合には完全に酸化分解されたものが植物プラシク

トンの栄養源となり、また降雨による陸水が表層に豊富な栄養を与える場合が

ある。 31年立神の場合は I~U者に、本年船越の場合は後者の例に相当する。

酸素の定量や硫化水素の検出は多少面倒であるが、実際には急、に浅い層まで

無酸素状態になるわけでなく、;l:づ底部に硫化水素の発生が著しくなるのであ

るから、この時期に乎製の採水器で底層水を採水すれば硫化水素特有ーの臭気が

あり、かつ民の状態に注意しておれば、少くとも今まで経験してきたような全

滅の被害からはまぬがれることができる。

また漁場管理の上から、不要物の海中投棄ぞ多量の貝をつめて吊ることは奨

死を招く一つの原因となることであるから、充分注意して謹まなければならな

い、一度このような状態となった漁場では、引続いて毎年起る傾向がみられる

から、特に注意を要する。

時
w
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芳五回真珠技術研究会

全瓦連第五目立珠技術研究会は去る10月9日三重県浜島の水産試験場で開催

されました。

当日は秋目白のよい天候にめぐまれたせいもあり志摩、度会、全域から多く の

聴;持者が集り 、140名余り水産試験場の二階講堂満員の盛況さでした。

全真連副会長級尾氏

の挨拶があり 、水産試

験均の関政夫技師より

rri珠貝の姥死漁場に

ついて」、次いで閉じく

水試の山口昇技師より

「漁場別巻の}，Itl年変化

について」の研究発表

がありま した。畳休み

を赤IJ用しての石}II式貝

掃除機や愛知機械のポ

γガイキ等の説明、実 山口氏の講演風景

演も皆の関心をl呼び、

午後は国立京珠研究所の組本技官より「仕立及び後生lについて」の研究発表が

あり 、その後「キズ玉の原因Jr艶死原因の海況調査j及び「寄生虫」等につ

いての質疑応答がかわされ、午後四時頃閉会しました。

以下今回の講師及びテーマは次のとお りでした。

(1) n珠貝の艶死漁場について

関 政夫氏 (三重県水産試験均)

(2)漁場別 「巻き」 の周年変化について

山 口 昇氏(三重県水産試験均)

(3) 仕立及び養生について

総 本 東 彦氏 (国立rc珠研究所)
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主なる出席者 (11頃不問、敬称略)

同 自日主 話j 山本茂毅、岸信生、堤又一、西村幸IJj台、山川虎矩

LLI下 、111本義昭、奥村悟郎、虫中石夫

本日 負f 竹内武生、村田忠弘、田中喜美郎

五 ケ iiJ:r 橋川勝司、林朝犬、久米、F男、南富三、LlJ本金男

(外三名)、幸田協久

越 :力5円4 鵜丹谷長一、井上啓降、久保三弓

ケ 所? 浦口正回、浦口 iiij口信男、山JII憲生、松村隆男

聖子崎 清、 、山下 、断)I[康彦、東浅太郎、東 j故

船倉満、浜口宏海、中西協、東氏興志、紫原一代

飯 浜 西井千代吉、南力男、 Iztiチi一、浜口春男、関口義干し

船 越 中村宗久、山崎教夫、山際茂忠、害問怠明、高木彦三

山際清郎、小林次郎、中村知義、宮本Ifj5三、橋爪 博、山本敏夫

山際雅弘、間辺均、浜口平兵己、喜多孫八郎、山崎善也、山際啓一

浜 島 紫原哲、山本義也、谷水源也、大西啓司、岡本剛幸

紫原基弘、井上武平、井上友久、紫原諸嘉、井上純三、大西梢次郎

間本範男、水谷七三、大西秀男、 IlJl[!奇和夫、紫原宇一、

竹内伶吉、大山英通、紫原三有、上野操司、森田佳門

宿 ?市 平賀常也、回関与録、川口i古市、久保平太郎、鈴木伝三

田岡甚吉

神 前 浜地勝一、浜地民雄、梅谷年助

片 田 浜口英文、平賀清降、田中堅太郎

御 座 山本徳行、山)11 優、磯和冥市

的 失

神明

南島町

愛 媛真珠漁協

尾鷲市

愛媛県

井上物産 KK

浜正真珠

蔭間真珠

水産高校

片田申学校

開閉しゅう、向田いち子、木下照美、橋本洋子、西弁安松

入交英三 (外二名)

大野義主主、小島汎、大野一美、 11J本乾

問中一夫

中森宗平、森田i先行

中村信一 極東莫珠

名

名
五

三

御木本冥殊会社

堀口真珠

二名

石川商A 工 KK

伊藤国夫、田中啓陽、藤岡 寛

十名

茶木和男 吉田マグネット KK 二名
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四国地区真珠技術研究会

四園地区立珠技術研究会は愛媛県真珠袋拙漁協との共催で8月7日愛媛県宇

和品市、県農協述支所において開催、120名もの参集者を得て非常に盛会であ

った。全真連としては始めての四園地区研究会であり井上常務の挨拶に次いで

国立Ili.珠研究所、植本、町井両技官から別記テーマの研究発表があり 、ス大山

斉氏の多年の経験l乙基づく発表があった。今回の研究発表は何れも身近な問題

であるため会員は皆、折柄の暑さも忘れて終始熱心に聞き入っていた。

会 場に集った 会 員

午后2時半から 511寺半までは宇和尚真珠按殖場において大山氏を講師?と母貝

仕立の良否、挿核方法等について実習を行った。続いて懇談会に移り実藤盛男

氏司会のもとに;白、見交換を行い午後9時間会した。

当日のテーマ、講師及び出凧-者は次の通りであった。

テーマ及び講師

1. ~1珠貝の仕立と後生について

国立真珠研究所 植本点移民

2.ピースについて

国立女珠研究所 町井 1173 氏
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3. 大珠立政;~殖について

三重県志摩町和具 大山 務氏

出 席 者・

伊 予 Zl珠 KK 加計仲浦、二宮安tlt:、松田伝一、 大矢重幸、 岡田直市

挿核技術の公開、母貝仕立の深度認定風致

加3十 春 代

吉田 i世i彦

浜口美舟先

日中良玄

山口徳寺

佐野平三郎

明野義夫

今村昭六

小川一重

宮家 享

三浦克勅

八木 ?ir夫
武官 昭

高 野谷 il珠 渡辺林一、酒井幸男、土居健次、赤松庄太郎、松本美図

松本かな子、 山本みち子、 渡辺な尖、 ~:辺ふき子、 渡辺きくえ

山口みゆき、

愛媛京株 KK 塔本芳弘、渡辺正雄

向 間五珠 (伊)

向田和正

向回純一郎

河野 弘

山本部一

山勝 良珠

松木 茂

浜口正記

是沢利行

福本勇吉

立花 勉

磯和毛千代寿

浪岡操作
柏木氏の itmwi風景:
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帝国民珠 KK 原田進

宇和島!'H珠KK 平田忠義、小川巡有・， JW村武志、村上昭四郎、Tel-野欣一

野回修、総岡徴、訟浦l勾ih

j'E:j橋 兄 弟閥会 1Jnt~~誕百一、 浜本，1iJII 、 山本駒b:1I: 、 i11J 家 労、抗本刺美

山下ソノエ、央平絹iI、松料玲見、i附);政，ι、延長田政弘、Iil下房子

山下ユミエ、西平呑m
原i口 真 珠 KK

内山一j享

西野正Wi

!''':)稿 EYJ良

松浦鉄郎

富 士 ri珠 KK

太田 JJJ.'JJ 

石黒敬一

田所 瑛

杉田英対i

西塚斑)1';む

山名
大 111氏の川市l風長:

丸真立珠

回中庸ーヘ III"，~，~芳

林 立 珠 林 博、 LII下サエ子、 天 1'1 夫 、 天 I ~I 同人、 安阿久子

三好砦子、名倉久子、谷 !!日、西村時子、1'1'ひで子 、所谷礼子

大 畑冥珠 KK 岡~\i生

吉国真珠 (有) 田畑昌一、dl本幸々

村田真珠 KK 山本啓)、浅111 稔、町村修

磯和真珠 磯和消啓、織田平太郎、織山尚次、}JIIJiお岩太郎、織田清ご

伊井嘉久子、伊井文子

実藤真珠 竹村助一郎、 支様車太郎、柏田ユリ子、実藤宏、実際幸子

実藤千息子、実線勝子、111*妙長、実!漆盛男

日光立珠 (有) 奥島家和 天成真珠 KK
猪野真珠猪野惇彦 県水産~

水 産試験場 南沢篤、浜崎弘

愛媛県立珠養殖漁協 大月成男、回中一夫、柴田余生

全 真連ヂ1:-':縦、平:1''1太夫同t
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J 
業界 コ. ス し

真珠の脱核検査用X線で白血球減る

近く従業員を調査

朝日新聞(昭和37年 7月19日)

三重県特産、莫珠の養殖場で冥珠の脱核状況を検査している従業員が、多量

の放射線を浴びて白血球が減少し。原子病グ的職業病におかされているものが

かなりいることが予想されるので、三重労基局と伊勢労基署が近く実態調査を

行う。対象は志摩地方の真珠養殖事業場五十四、約六百人で、このように本格

的調査を行うのは初めてである。

これらの養殖場では、アゴヤ貝の中に莫珠の核を入れ、これを海中で養殖す

る際貝の筋肉作用で核がはき出されることが多いので、脱核しているかどうか

をX線で調べている。この脱核を調べるX線は一般にぬ人体に害のない五百ミ

リレ γ トグシ以下の装置になっているが、古い機械はX線の防禦装置が不完全

で、しかも脱核検査の透視作業はなれないと見分けにくく、熟練者にたよるた

め放射線障害を焚けやすいといわれる。

ざる一月下旬、県水産試験場の冥珠用透視レントグシで測定した結果、最大

許容量(一週三百ミリレシトグシ)を越えて放射線を受ける恐れがある場所、

つまり警戒区域が機械の作業台上にあることがわかった。また一週間に三トミ

リレシトグシを越えて放射線を受ける恐れのある管理区域は機械の中心から左

右、ニ、一メートノレ前後~'ÌO、四メートノレ~O、九五メートノレの線で囲まれた

範囲内で危険性が十分あることがわかった。

このため脱核検査をする時期の八月から十月にかけて実態調査区域を設定し

て従事員に注意することになったものだが、放射線障害を受けると皮膚がむけ

たり、白血球が減少してガシにかかる心配がある。しかもこの障害は放射線を

受けた人のみでなく、その子どもにまで悪影響を及ぼすものである。
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真 珠輸出の安定へ

農林省、養殖、加工対策を強化

日太経済新聞 (昭*137年10月10日)

農林省、水産庁はわが国の独占的な輸出商品で、ある哀珠の戸価を保ち、さら

に輸出を伸ばすため明年度から立珠の生産、加工対策を強化する方針である。

このため烹珠養殖業者に輸出水産組合をつくらせて養殖筏台数の制限、生産量

の自主調整を期待するほか、加工業者に対しては登録制を実施する考ムえで、年

末の通常国会にこれに必要な禁珠委総事業法、愉tI1水産業振興法の各一部改正

法案を提出する予定である。

.A 哀珠養殖輸出水産業組合の結成=烹珠の養殖事業は不振にあえぐ沿岸漁業

者が瀬戸内海などに次々と新規美子世iL与を開拓したため業者数は三十三年ごろ

の約三千から現在は三千数百に、総筏台五えも!司じく十一万五千台から約十五

万台にふえ、最近は密殖により漁場が老朽化し、品質の低下が心配されてい

る。

このため明年度から冥株主を揃業を愉tH水産業振興法の適用業種に指定し輸

出水産業組合を組織させてまず業界の笑態を調査したうえ生産数量:の自主調

殺を実施するほか、漁場別に筏の台数を規制することになったもの。また真

珠養殖事業審議会(会長=出見義男氏)の委員を三人増員して十名とし、計

画生産体制を強化する。

A 加工業者の登録侍Ij=哀;珠の加工は脱色、着色、穴あけなど一応かんたんな

作業で小資本でもできるため零細業者が乱立しており、日本冥珠輸出加工協

組(理事長=高島吉郎氏)の組合員が百三トー名、アクトナイダーを含める

と約五百といわれ、実態もはっきりつかめていない。このためなかには加工処

理技術が拙劣で外見はりっぱな烹珠でも時日がたつと品質が悪くなる真珠を輸

出する不安も出ている。そこで水産庁は哀珠加工業者の登録制を実施し、一定

の設備と化学知識のある三年以上の技術経験者のある場合のほかは、登録を認

めず輸出組合との取引きもできないようにする考えである。

山本さんに紺綬褒章

伊勢.更生者に暖かい子

伊勢新聞(昭和37年12月4日)

刑務所を出た人たちに暖かい予をさしのべていた伊勢市岡本町、真珠商、 r11
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本馨氏 (44)に紺投5受章が贈られ、 16日午後 51i寺から同市岩淵l1l了、真珠会館

(全冥連三重支部)で伝達式が行われることになった。

LLr:-cjs:さんがこの褒設を受けたのは千国達雄浮保護観察所長 (52)の手を通じ

て財団法人 F!木更生保護協会へ現金10万円を寄金したためで、山本さんは戦

中戦後のドン民生活のころ、当 fl寺 2~3 ヶfJ分の生活費だった 37;円という

大金を↑苦しみなく出所者に註名で贈ったのがきっかけで、その後数十人に約

100万円を贈り fH所者の史生のために!授かい千ーをさしのべていた。

このこと合知った保護司の水産高校教諭、谷口道雄さん (52)は29年、

課長だった千国所長に連絡、このことが明るみに出たものO 最近では志摩郡志

摩mrの有線放送へ敷設費として100余万円、同mr和呉の共同墓地に高さ約2メー

トノレの墓石などを贈ったほか、自宅前には学童横断の信占子機を贈るなど一般か

らも感謝されている。昨年4月のこと、千国所長がふたたび潜任、同協会で事

業運営費がなく困っていたところ、 10万円をポシと贈ったもの。

紺筏5受章の受章を伝え聞いたf主fl木本美l'金全武連会長ら同業者はさっそくこれ

を祝って盛大な伝達式を開くこと VC_ーなったものでILr本さんは「苦しい生活の

中でまず社会け、人づくりからはじめることが大切だと思い、まじめになって

社会で働こうとしている出所者にわずかな経費の中からνヤツの一枚でもあ

げようとけ、じめました。今後も人のため尽くしたいjと語っている。

取引額 38 5， 0 0万円

伊勢の真珠市 開設以来の最高

朝日新開(昭和37年12月17日)

全国真珠養殖漁協組連合会のことし最後の真珠市は16日までの 3日間、伊勢

市の;巽珠会館で開かれ、大口も合め470点(約1， 500キロ)が出品され、 330点

(1， 125キロ)38500万円が取引された。これは、さる25年に開票珠市が開かれ

て以来最高の取引額である。

全般的に真珠層の巻き具合、色彩がよく、 3.75グラム (1匁)当り平均1，200 

円という高値で、中には3.75グラム当り8万円もするトミリ玉もあったが、回、

五ミ 3など小サイズの当年物は先月開かれた岡市の取引に比べ3.75グヲム当り

100円安の600円前後だった。
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X マス用の注文殺到

鳥羽の哀珠会社 ネックレスをブノレ生産

中部日本新聞 (昭和'J7年11月15日)

三重県鳥羽市のM烹珠会社にアメリカやヨーロヅノミからクリスマス用の真珠

のネックレスの注文が殺到、生産に追われている。

最近は輸出用の注文は年中ほとんど、切れめがないほどだが、やはりクリスマ

ス前になると注文がうなぎのぼりにふえている。ことしの玉は例年になく巻き

がよく、六ミリ前後が最も1奇いといわれている。

またアメリカからの注文は依然として下がらないが、とくにことしは西独な

どのヨーロツノえからの詑文が多いのが特徴。 Iあちらではクリスマスの贈り物

などに使うのでしょう。 11月いっぱいはねこの手も借りたいほど忙しい。 Jと

業者はいっている。

八ミリ玉をストック 植格安定へ特別規定

中部日木新聞 (昭和37年12月23日)

全国真珠養殖漁業協同組合連合会(御木本美隆会長)はこのほど理事会を開

き「八ミリ巽珠特別措置規定」を決め、 22日各地区の冥珠養殖漁協J組あて通達

した。

今年は台風の被害もなく例年になく冥珠のできがよいが、さる12月14E1から

伊勢市で開かれた冥珠市では、八ミリ珠のみが昨年同期の3.75グラム当たり

2，500円もしていたものが、今年は1， 000円安の1， 500円と不当に反落している

ので、市場価格の安定策として玉の調整をしようというもの。

規定によると業者が資金繰りから短期間に換金投げをナるのを買い上げ、組

合がストックしてiii価をささえる。

なお全翼連ではこの措置のために20億円の資金を用意し、業者・の協力を呼び

かけている。

真珠輪出 150憶円を突破

中部日本新聞 (昭和38年2月3日)

〔伊勢〕 全国真珠養殖漁協組合連合会三重支部 z 伊勢市岩淵町誌にはいった情

報によると、昭和37年の真珠輸出高は62，250キログラム (16，602貫)15，006，77 

万円 (41， 85万ドル)で、業界空前の記録をみせた。これは36年に比べて重量で

は2千キロ (3.4パーセント)の増加にすぎないが、価格では36年の12，883，00
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万円 (35，79万ドノレ)を16.6パーセ γ トも上回っている。実珠輸出高は36年に初

めて100擢円の大台を突破し、再びこの記録を更新したわけで、 5年前(32年度)

にくらべ重量で2.39倍、価額で2.54倍と急激な増加ぶりである。

これを輸出単価でみると、 36年の3.3グラム (1匁)当り907円 (2.52ドル)と

前年の803円 (223ドノレ)と前年の803円 (2.23ドル)の12.9パーセシト高になっ

ており、 8ミY以上の大玉輸出の増加が値上がりの一国とみらわしている。

また輸愉出先では米国の比重低下の傾向が昨年もつづき、輸出総額、工t'のうた国

の比率は36年の46.8パーセシトから44.7パーセントに、溶ち、一方、スイスの比

率は15.8パーセシトから17.9パーセシトに高まり、今一般的?と欧州への輸出増が

目立った。もっとも、米国への輸出も絶対額では12ノミーセシト近くの増加で、

心配はないものとみられている。

金関真珠饗殖漁協組連合会

発足 2年で大きな成畏

売り上げ新記録 新年度すでにお億円

中部日本新開 (昭和38年2月3B) 

全国真珠養殖漁協机連合会(全詳述、本音[1は東京、三重支部は伊勢市岩間ITIJ

冥珠会館内)では昨年10月の新民度以米 1月末までの 4ヶ月間?と入札会そ

の他を通じてお億円のを系統販売し、 9:珠取り引きの組織化と ~tIWI~J:，_産の

目標を一歩道めた。

全主:連は;去る 36年 3 月全国立派養殖漁協;ÎJ:lに代わる ~T珠養殖業界の

として発足した。 361計約|二度(36任 10月一37i下9月)の販売高村、約11億円、全国漁

も15皆、円どまりで1月末現在で26億円の成績は!浦和jがない。

:土生産価格で約 120億円と推定され、

の自家生産自とその系

り約60億円カへ出回るとみられており、年度

末の 9月までに全主連の取り引さ高は30f]意円を軽く越すものと予想される。

このように全冥連の系統販売が軌道に乗った原因としては、まず第一にこの

組織を強化して市況の安定を図ろうとする養殖業者と買い手側の哀珠加工業者

の熱意があげられるが、一方、農林中金が器摘業者には生産資金、加工業者に

は貿い付け資金としてそれぞれ凶器円を越す多額の貸し出しをしたことが大き

なささえとなっている。

いづれ?としても全翼連が本格的な活動を、始めてから 2年目ではっきりした成

果をあげたことは各方防.から歓迎されている。
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真珠ずい筆

自 蝶 養 殖 真 諜

(南洋の宝)

(佐少者訳〉

養 殖 プ戸タン・ノ之 -jレ・カンメェー

Boeton， Celebes， Dυtch Eastlndies. 

販 売 南洋 真 珠 株 式 会 社

South Seas Pearl Campany， Limited. 

Mitsυbishi Honkαn Building， Marunouchi， Tokyo， Japαn. 

1 如荷にして由繰養殖真珠の製潜が仲展して行ったか

本当の義組白蝶支珠t'"i我々のブータンまよ栄養殖場からのみ生産される。南洋

に於ける我が白保養殖は約15年前に日本の勤物学者である藤田平lnlit博士に

田博士によって日本産カキ類のアゴ

ヤ貝から既?と生産されていた。

しかし役はアコヤ貝から得られたのより遥かに素晴しい養殖翼珠を白蝶貝か

ら作り出す事が出来るという事を確信していた。彼はこの目的を胸中にして、

日本で最大の商業と産業機擦を持った会社の一つである三菱に財政的?と援助を

受けて南洋セレベス群島にあるブータシの小さな島で実験を始めた。藤間博士

は日本に於いてアコヤ良から養殖冥珠を作り出す事に成功した経験によって、

彼が南洋で計画を実行する時に生じた多くの予期しない困難にうちかっ事が出

来た。その閤難も1928年迄しか続かなかった。というのは彼とその協力者の努

力が成功によって酬われたからである。そして素晴しく美しい白蝶立.珠が産み
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出された。それ以後、南洋の素晴しい宝芯は全世界の認識を得、更に好評を樹

立した。

「白蝶jとは、その殻を開いた時、昆虫の蝶に似ている点から葉珠の母体と

なる貝に与えられた日本名である。

2 自蝶真珠の養殖

A 貝の採集

Pinctada Maxima J ameson という学名の白蝶貝は二枚貝で南洋の海で発

見される。人間はこの貝を採集する為にゴムの潜水服を芳、細いゴム管を通っ

て来る空気だけを頼りにしで南洋の海の中へ20-30尋も潜らねばならない。そ

の為多くの日本の潜水夫がこの危険な仕事に雇われている。

B 挿核手術

貝が集められると手術室へ運ばれる。そこでは特別の方法で貝に核を挿入し

ている。母畏から作られた小さな珠、或いは、ケν粧の様な莫珠から成る核は

注意深く生きている貝の体中へ挿入される。この仕事が非常に高度の手先の器

用さを要求する事は明白な事である。まして技術者の性格による事は云うまで

もない。良い冥珠は技術の優れた技術者が上気嫌でいる時に挿入した核から作

られるのだと役等自身云っている。優れた真珠が技術者の手と気分の完全なる

調和の下にのみ出来るという事を我々が滑った時、単なる生命の無い物体より

大きな価値を持ったーケの珠となるのである。

C 養殖の方法

核が正しく挿入された後、貝は金網箆に入れられ、母貝を収容する為に特に

用意された場所の水中へ沈められる。その場所は CultureBedsと呼ばれてい

る。員は厳重な注意、と行届いた管理の下に全ての被害から保護される。

完全な真珠となるには4年から 6年か Lるが、全ての貝が価値のある翼珠を

作り出すとは限らない。あるものは光沢に之しく、又あるものは非常に形が悪

い。市場価値のある真珠を得る率は非常に少ない。言葉では養殖真珠である

が、これは非大量生産的な生産物なのである。却ち貝自身によって作られるの

で全ては貝の状態に頼っているからである。その為時には、養殖真珠に混じっ

て同じ貝から天然真珠が発見される事もある。我々が貝に対して出来る全ての

事は、貝を害敵から守り続けてやるという事だけである。

-48-



3 白蝶真珠の優秀性

天然冥珠は砂粒とカ叶、さな虫が頁珠貝の体内に偶然入って出来たものであ

り、一方養殖真珠は人間の手によって核を入れたものであるという事を除いて

は天然巽珠と養殖真珠の間には絶体的差異は無いという事を理解せねばならな

い。その為、専門家でさえ冥珠を切断する事なしに両者を区別する事は不可能

なほど高い品質の犬然冥珠と同じ様な品11の養殖烹珠は均一で、ある。だから

我々は天然冥珠が養殖された白蝶哀珠より優れた価値を持っているとけ、三考えて

ない。

天然実珠の中には光沢の無いものが多く、それ等は実用的な価値が無い。一

方養殖された玄珠の中には一等品の天然烹珠に比べて優る色と光沢を持った完

全な哀珠が発見される。f<iJ故なら我々の作る白蝶冥珠は技術者aの熟練した補助

の下に作られるからである。貝は成民期間中非常に注意深く保護されるが天然

冥珠を作るところの貝は、その様な注意深い保護を受けない。

我々が作った白蝶烹珠は、突に長い間我々が抱いていた世紀の著書の達成であ

り、自然が行っていた美しい仕事も遂に人間が熟練する事によって完全に作り

出す事が出来る様になったのである。丁度注意深い間芸家によって栽培された

パラが野生のパラより大きく、より香りのある、より変化に富んだ色合を持つ

様になったのと同様に専門家によって非常に注意深く世話された白蝶養殖真珠

は、完成され、天然莫珠の最も美しい面にさえ到達したのである。

4 自蝶真珠の特質

A 完全な形

天然真珠は丸いもの、ドロップのもの扇平なもの等があり形が一様でない。

我々の作った白蝶翼珠も同様に全ての形を含んでいる。

しかし宝石としての真珠の魅力は何んと云っても完全な円形にあり、天然巽

珠ではまれに見出される。

B 大きさと重量

過去真珠の歴史に於いて真珠の大きさについては有名な実例はか Lさない。

しかし形は不完全なのが多い。我々の作った白蝶真珠の中、大きなものは直接

約15粍、重さにして20カラットあった。この様な大きさと重さの真珠を嘗て天

然異珠で見た事があるが、この翼珠n、我々が先述した様な方法の下に作り出
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したものをjH在に測ったものである。

葉、珠の大きさは一般に母貝の大きさに比例する。概して冥珠の直径は、その

母貝のj享さの弘倍を越えない。日本産真珠貝のアコヤ良は最も厚いところで4

粍しか無いが、代表的な白蝶貝の厚さは約20粍ある。白蝶貝は世界で最も大き

な冥珠貝であり、この厚さは白蝶養殖真珠の異状な大きさを記明するものであ

る。

C 光沢

冥珠の光沢は、主主珠を作り出す母貝の養成期間による。従って若い貝のみが

翼珠に輝く光沢を与える事が出来るのである。天然実珠の特質は、貝自身で挿

核の時期を選べず従って偶然によってのみ決定されるので必ずしも良い光沢の

真珠が出来るとは限らないが、我々の養嬬真珠の;場合は、挿核の時期を選べる

ので、優れた光沢の:真珠を作り出す事が可能な訳である。

D 色の種類

白蝶真珠はローズピ γ ク・クリームピシク・クリーム・ νノレパー・ゴーノレド

といった色の種類を持っている。ローズピシクの色彩は白蝶哀珠にのみ見出さ

れるもので、真珠の美しさを味う為にはローズピシクの宝石としての冥珠を見

る事が必要である。この色彩の微妙さを伝えるのに言葉では表現出来ない。白

蝶真珠はそのパラ色の深さに於いて常に南洋を連想させる色彩の豊富さと、陰

影の繊細さを持っている。

E 真珠層の厚さ

莫珠層とは核を包む真珠質を意味する。一般に養殖頁珠は核を包む玄珠質は

非常に薄いが、この概念は我々の翼珠に関する限り不適当である。何故なら

我々の作る白蝶異珠vt殆んど真珠質から成る。単に冥球形成の為に刺戟するも

のとして役立つ核は小さく中央にある。若し白蝶養殖冥:1-*を切断したなら核が

真珠全体の直径の%しか占めてない事が判るだろう。だから層にヒピが入った

り、こわれたりする危険は全く無い。白蝶養殖真珠の色彩の豊富さと輝く光沢

は冥珠質の厚さから見て当然の事である。真珠質の厚さは、真珠玉質を・巻く状態

が一年を通じて途切れず続ける事の出来る南洋で養殖されているからこそ可能

なのである。
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(雑) (報)

国立 真珠 研究所に

理学博 士 誕 生 和田 技 官

国立l'i珠研究所で鉱物学的な立場より哀ー殊

の研究をされていた和田技官が30才の若さで

中原、 沢田の両技宮に次いで理学博士号を取

得した。これで国立!1珠研究所には 3人目の

罫珠博士が誕生した郁になる。

和田技官は昭和7年生れで、東京都立城南

高校から東京水産大学僧殖科に進み昭和30年

間大学卒業後国立11珠研究所に入所、以後主

として也子顕微鏡、X線回折装置及び11lli光顕

微鏡によって真珠や貝般の微細構造、結品質

構造及び紡品成長などのよら礎研究をおこなっている。

このfi¥l、日立中央研究所で電子顕微鏡の技術を習得し、東京教育大学理学部

鉱物学教室の須藤俊児教授のもとに 1年半の間研究生として X線結品学及び鉱

物学を学んだ。昭和37年9月19日東京教育大学理学部にて新制度の論文博士号

(理学)を授与された。

博士論文は国立!_!:"~珠研究所報告 7 号に既報のもので "Crystal growth of 

molluscan shells" と言うテーマで軟体動物の鉱物化組織における結晶成長に

ついてまとめたものである。
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編集後記

。37年夏41号を発行して以来数ヶ月振に e

第一巻、第 3号、(過を第42号) り致Lます。

O今回は養殖場めぐり せて裁く

でしたが資料の都合により Lます。

。かつてオランダ領セレベス島ブータンで行われしていた

珠の海外向のパシプレツトを住少者氏の訳で掲載致しまし

h 
1'--。

。次号は 4月下旬発行の予定です。

昭和38年 2月15日発行

第l巻 第3号会報

(通巻第42号)
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伊勢 真珠資材開業 .6. 
~ 

株 式
会 社 1t本末次部蕗

伊勢市駅前大鳥居通
電話伊勢① 6，512・6，62 9 

石川高工株式会社
伊勢市駅前大鳥居通

丸冨

~ 
ヰ滞

ー一一一__.‘
ー-‘
-ーー--'"‘

電話伊勢① 5，1 6 5 ~ 6 

宮瞬株式会社
伊勢市駅前大鳥居通

電話伊勢①5，101~3(夜間①3 ， 678)

蕗
伊勢市外御薗村王中島
電話伊勢① 4，4 4 8 

~ 
昌三面

協 蕗事株式会社
伊勢市吹上
電話伊勢① 2，93 8・4，89 6 

佐 々木木工有限会社
三重県度会郡小俣町(宮川駅前〉
電話伊勢① 4，36 9・4，44 4 

竹 村換網有限会社
伊勢市河崎町
電話伊勢① 4，1 1 8，.... 9 
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